づぃ 文章 (趣向に あらず) を 作った かと 驚いた。 それ 

を 世間で は 明治の 名文 だの 修辞の 妙 を 極めて 居る だの 

と 評して 居る。 各人 批評の 標準が そんなに 違 ふ もので 

あらう か』。 かう 子規が 云って ゐる。 子規が 写生文 を 

創め、 細かく 平淡な もの を 書いて ゐた 時で あるから、 

ニー 日 物語」 の 文章に 厭味 を 感じた ので あらう か。 

子規の もの は、 センチ メンタ リズムから 脱却して ゐ 

るが、 感慨が 露 はでな く 沈痛の 響に 乏し いのは、 単に 

俳人と しての 稽古から 来て ゐ るので なく、 疾病から 来 

てゐ るので ある。 このへ んが 芭蕉の ものと 違 ふ 点で あ 

つて、 子規 は 芭蕉の 句に も 随分 厭味と 思 はせ ぶりと を 



明な 履歴で、 日本 新聞社 員 タリ 月給 四十 円な どと 書い 

た 文章 をい ふので、 樗 牛の は、 有名な 『吾人 はすべ か 

らく 現代 を 超越せ ざるべからず』 をい ふので ある。 

若し 結核 性の 病で 倒れずに、 病に 罹りながら 五十 年 

も 文学者 的 活動 を 続けられる ものなら ば、 興味 ある こ 

なま 

とに 私 は 思 ふが、 佳境に 入れば 死んで しま ふし、 癒つ 

てし まへば 平凡に な つてし まふから やはり 駄目で ある _ 
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